
『
枕
草
子
』
一
条
院
内
裏
「
北
の
陣
」
に
つ
い
て
の
新
見

浜
　
口
　
俊
　
裕

は
じ
め
に

　
『
枕
草
子
』
や
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
内
裏
焼
亡
に
伴
い
今
内
裏
に

な
っ
た
一
条
院
を
舞
台
に
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
分
け
て
も
『
枕
草

子
』
に
は
、
一
条
院
内
裏
東
面
に
あ
る
門
を
「
北
の
陣
」
と
呼
ぶ
こ
と

に

端

を
発
す
る
話
題
や
、
清
少
納
言
の
局
が
あ
っ
た
北
二
対
東
廟
の
小

廟
に
一
条
天
皇
と
中
宮
定
子
が
し
ば
し
ば
訪
れ
て
、
そ
こ
か
ら
真
向
か

い

の

「
東
の
御
門
」
に
出
入
り
す
る
廷
臣
た
ち
の
光
景
を
楽
し
む
仲
睦

ま
じ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
北
の

陣
」
や
F
東
の
御
門
」
の
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し
て
明
確
で

な
い
。

　
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
「
北
の
陣
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
新
た
な
私
見

を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
二
　
一
条
院
内
裏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　

　
『
枕
草
子
』
第
一
〇
段
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
の

F今
内
裏
」
は
、
諸
注
指
摘
の
如
v
1
条
院
内
裏
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の

l
条
院
の
位
置
は
、
『
拾
芥
抄
』
中
・
諸
名
所
部
第
二
十
に
コ
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
大
宮
東
二
町
、
謙
徳
公
家
、
又
為
二
法
住
寺
大
臣
為
光
家
一
也
」
と

あ
り
、
一
条
大
路
の
南
、
大
宮
大
路
の
東
、
正
親
町
小
路
の
北
、
靱
負

小
路

（
二
条
以
南
は
猪
隈
小
路
）
の
西
、
方
四
十
丈
、
左
京
北
辺
二
坊

一
町

で

あ
る
。
『
拾
芥
抄
』
東
京
図
に
は
東
隣
に
較
負
小
路
を
隔
て
て

堀
河
小
路
西
に
及
ぶ
一
町
に
「
院
別
納
」
も
あ
る
の
で
、
一
条
院
の

F大
宮
東
二
町
」
は
、
院
別
納
も
含
め
た
東
西
二
町
の
意
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

こ
の
「
院
別
納
」
は
、
『
日
本
紀
略
』
寛
弘
七
年
十
二
月
二
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

r亥
刻
東

宮
自
故
左
大
臣
一
条
第
、
遷
御
一
条
院
別
納
庁
」
と
あ
る

　
　
　
　
　
ハ
れ
　

ほ
か
、
『
権
記
』
同
日
条
に
「
東
宮
遷
御
l
条
院
東
町
」
、
『
御
堂
関
白

　ロ
　記
』
同
日
条
に
「
東
宮
渡
給
東
院
」
と
あ
り
、
ま
た
『
御
堂
関
白
記
』
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が
　
　

寛
弘
八
年
九
月
一
〇
日
条
に
「
尚
侍
渡
一
条
院
別
納
給
」
、
同
九
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ヂ
　

七

日
条
に
「
従
別
納
、
女
方
渡
土
御
門
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二

条
院
別
納
庁
」
二
条
院
東
町
」
コ
条
院
別
納
」
「
別
納
」
な
ど
と
も

呼
ば

れ
、
東
宮
居
貞
親
王
が
遷
御
し
た
り
、
尚
侍
藤
原
研
子
や
左
大
臣

藤
原
道
長
室
倫
子
な
ど
も
滞
在
し
た
庁
舎
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
院
別
納
に
中
宮
彰
子
も
方
違
に
よ
り
一
条
院
か
ら
渡
御
し
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　

『
御
堂
関
白
記
」
寛
弘
八
年
十
月
一
五
日
条
に
「
此
夜
中
宮
渡
東
別
納

給
」
と
記
さ
れ
、
「
東
の
別
納
に
渡
り
給
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
院
別

納
は
、
一
条
院
の
東
隣
に
位
置
し
た
こ
と
が
史
料
か
ら
も
明
証
さ
れ
る
。

ま
た
倫
子
が
一
条
院
よ
り
院
別
納
へ
移
っ
た
時
に
も
『
御
堂
関
白
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
弘
八
年
九
月
二
六
日
条
に
「
女
方
従
院
渡
東
」
と
あ
り
、
「
院
」
即

ち
一
条
院
か
ら
東
隣
の
院
別
納
へ
移
っ
た
こ
と
を
「
東
に
渡
る
」
と
方

角
を
記
載
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
が
、
当
時
の
人
に
は
東
が
院
別
納
で

あ
る
こ
と
を
直
ち
に
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
一
条
院
内
裏
は
、
『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
六
月
一
六
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

「
今
日
天
皇
渡
御
一
条
大
宮
院
」
と
か
、
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十

l
月
l
七
日
条
に
「
上
達
部
已
下
於
大
宮
院
有
饗
禄
」
と
見
ら
れ
る
如

く
、
一
条
大
路
南
、
大
宮
大
路
東
の
位
置
に
因
ん
で
コ
条
大
宮
院
」

と
か
「
大
宮
院
」
と
も
称
さ
れ
た
。
古
V
は
謙
徳
公
藤
原
伊
サ
の
所
有

で

あ
っ
た
が
、
後
に
伊
サ
の
娘
婿
藤
原
為
光
、
そ
し
て
為
光
女
へ
伝
領

さ
れ
、
さ
ら
に
東
三
条
院
詮
子
が
一
条
院
へ
遷
御
し
た
『
権
記
』
長
徳

四
年
（
九
九
八
）
十
月
二
十
九
日
条
に
「
此
夜
遷
御
一
条
院
搬
蓬
醐
轄
酷

師
預
碓馳い
適

」

と
見
ら
れ
る
如
く
、
佐
伯
公
行
朝
臣
が
「
寝
殿
の
上
」

と
通
称
さ
れ
た
「
家
主
の
姫
君
」
か
ら
米
八
千
石
で
購
入
し
て
、
東
三

条
院
詮
子
に
献
じ
た
邸
宅
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
六
月
十
四
日
の
内
裏
焼
亡
に
よ
っ

て
　
（
『
日
本
紀
略
』
『
本
朝
世
紀
」
）
、
同
十
六
日
に
一
条
天
皇
が
こ
の
一

条
院
に
遷
御
し
た
（
『
本
朝
世
紀
』
）
。
こ
の
日
か
ら
翌
二
年
十
月
十
一

日
新
造
内
裏
へ
一
条
天
皇
が
還
幸
す
る
ま
で
（
『
日
本
紀
略
』
『
権
記
』

『
百
錬
抄
』
）
、
　
一
条
院
が
今
内
裏
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
中

宮
定
子

が
一
条
院
内
裏
に
滞
在
し
た
の
は
、
長
保
二
年
二
月
十
一
日

（『
権
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
）
か
ら
三
月
二
十
七
日
（
『
日
本
紀
略
』
）
ま

で
の

四
十
六

日
間
、
お
よ
び
八
月
八
日
（
『
日
本
紀
略
』
）
か
ら
二
十
七

日
　
（
『
日
本
紀
略
』
）
ま
で
の
二
十
日
間
、
こ
の
二
回
に
限
ら
れ
、
初
回

四
十
六

日
間
に
お
け
る
話
題
の
一
つ
を
『
枕
草
子
』
第
一
〇
段
「
今
内

裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
と
見
る
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

111　1
条
院
内
裏
の
殿
号
に
つ
い
て

　
一
条
院
内
裏
に
つ
い
て
は
、
『
枕
草
子
』
第
二
二
八
段
二
条
の
院

を
ば
」
に
も
、
次
の
よ
う
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
一
条
の
院
を
ば
今
内
裏
と
そ
い
ふ
。
お
は
し
ま
す
殿
は
清
涼
殿
に

　
　
て
、
そ
の
北
な
る
殿
に
お
は
し
ま
す
。
西
東
は
渡
殿
に
て
、
わ
た

　
　
ら
せ
た
ま
ひ
、
ま
う
の
ぼ
ら
せ
た
ま
ふ
道
に
て
、
前
は
壼
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ

　
　
前
栽
植
ゑ
、
籠
結
ひ
て
、
い
と
を
か
し
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
条
院
内
裏
で
は
本
内
裏
の
殿
号
を
準
用
し
て
い

た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
来
の
『
枕
草
子
』
諸
注
で
は
殿
号
に
つ
い
て
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だ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

の

検
証
が
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
近
年
の
萩
谷
朴
氏
や
増
田
繁
夫
氏
に

詳
細
な
検
証
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
た
あ
て
一
条
院
が
今
内
裏
に
な
っ
た
①
長
保
元
年
六

月
十
六
日
～
同
l
I
年
十
月
十
1
日
、
⑪
長
保
三
年
十
一
月
二
十
二
日
～

同
五
年
十
月
八
日
、
⑥
寛
弘
三
年
三
月
四
日
～
同
六
年
十
月
五
日
の
期

間
の
殿
号
を
検
証
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
見
ら
れ
る
。

　
　
④

『
権
記
』
長
保
元
年
七
月
七
日
条

　
　
　
為
御
方
違
可
御
東
対
、
（
中
略
）
此
夜
移
御
東
対
、
御
違
方
也
、

　
　
⑧
『
日
本
紀
略
』
長
保
元
・
七
’
八
条

　
　
　
今
夜
渡
御
北
対
、

　
　
◎

『
権
記
』
長
保
元
年
七
月
八
日
条

　
　
　
巳
剋
於
北
対
有
御
読
経
事
、
（
中
略
）
申
二
剋
渡
御
、
自
去
夕

　
　
　
御
東
対
、

　
　
⑪

『
小
右
記
』
長
保
元
・
七
・
八
条

　
　
　
今

日
於
北
殿
有
御
読
経
、
早
旦
発
願
、
晩
頭
結
願
、
申
刻
依
可

　
　
　
渡
御
北
殿
云
々
、

　
　
⑧

『
権

記
』
長
保
元
年
七
月
＝
二
日
条

　
　
　
紫
震
殿
分
用
南
殿
、
仁
寿
殿
分
用
西
対
、
綾
綺
殿
分
用
東
対
、

　
　
　
清
涼
殿
分
用
御
中
殿
、
承
明
門
分
用
西
中
門
、
建
礼
門
分
可
用

　
　
　
西
門
井
織
部
司
南
門
等
間
、

　
　
⑪

『
権
記
』
長
保
元
年
十
月
二
一
日
条

　
　
　
有
申
文
、
史
延
政
、
予
見
、
注
紫
震
殿
・
清
涼
殿
、
此
院
無
此

　
　
　
殿
号
、
乃
令
改
書
南
殿
・
御
中
殿
、

　
右
④

は
一
条
天
皇
が
方
違
で
一
条
院
内
裏
の
東
対
に
移
御
し
た
記
事

で
、
⑧
◎
⑪
は
翌
日
の
同
内
裏
御
読
経
に
そ
の
東
対
か
ら
北
対
に
渡
御

し
、
更
に
御
読
経
結
願
後
の
申
二
刻
（
午
後
四
時
三
〇
分
）
に
再
び
北

対
へ
渡
御
し
た
記
事
で
あ
る
。
今
内
裏
の
御
読
経
を
北
対
で
行
い
、
結

願
後
に
再
度
天
皇
が
渡
御
し
た
こ
と
で
分
明
な
よ
う
に
、
一
条
院
内
裏

で

は
北
対
が
天
皇
の
日
常
政
務
の
殿
舎
、
即
ち
清
涼
殿
の
役
割
を
担
っ

て

い

た
。
ま
た
、
◎
に
よ
る
と
北
対
は
、
「
北
殿
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。　
⑧

は
一
条
院
内
裏
で
の
臨
時
仁
王
会
料
米
の
記
事
で
あ
る
。
一
条
院

内
裏
で
は
寝
殿
を
南
殿
、
す
な
わ
ち
紫
震
殿
に
あ
て
た
ほ
か
、
西
対
を

仁
寿
殿
、
東
対
を
綾
綺
殿
に
見
な
し
た
。
ま
た
右
記
⑧
◎
⑪
の
北
対
を

中
殿
、
す
な
わ
ち
清
涼
殿
に
あ
て
た
ほ
か
、
西
中
門
を
承
明
門
、
西
門

お
よ
び
織
部
司
南
門
の
間
を
建
礼
門
に
准
じ
た
。
こ
う
し
た
準
用
は
長

保
元
年
限

り
の
一
次
的
な
も
の
で
な
く
、
⑧
で
紫
震
殿
に
准
じ
た
南
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

が

『
権

記
』
長
保
二
年
二
月
二
五
日
条
に
も
「
参
内
、
齢
案
南
　
装

束
准
紫
震
殿
供
奉
」
と
紫
震
殿
に
准
じ
て
い
る
ほ
か
、
や
は
り
⑧
で
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

明
門
に
准
じ
た
西
中
門
が
『
本
朝
世
紀
』
長
保
五
年
正
月
一
日
条
に
も

F西
中
門
為
承
明
門
」
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寛
弘
六
年
十
月
の
一

条
院
内
裏
焼
亡
に
至
る
ま
で
の
第
一
期
一
条
院
内
裏
で
は
恒
常
的
に
運

用
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
な
お
、
本
内
裏
に
は
紫
震
殿
の
東
、
綾

綺
殿
の
南
に
累
代
の
御
物
を
収
蔵
し
た
宜
陽
殿
が
あ
る
が
、
右
⑧
に
そ

れ

が
見
え

な
い
。
こ
れ
は
一
条
院
寝
殿
東
北
廊
で
の
右
近
陣
申
文
儀
の

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
二
月
八
日
条
に
「
而
後
又
着
参
議
座
云
、
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是
於
一
条
院
無
宜
陽
殿
座
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
条
院
内
裏
に
は
宜
陽

殿
に

あ
て
る
殿
舎
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
因
み
に
、
一
条
院
に
宜

陽
殿
に
准
じ
た
殿
舎
が
見
ら
れ
る
の
は
、
寛
弘
七
年
十
一
月
二
八
日
に

新
造

さ
れ
た
第
二
期
一
条
院
以
降
で
、
『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
に

F入
従
一
条
院
東
門
、
入
御
後
、
着
宜
陽
殿
座
、
一
献
後
、
就
陣
座
」

と
見
え
る
。

　
⑧
は
、
申
文
の
儀
に
お
い
て
右
大
史
美
麻
那
延
政
が
担
当
し
た
上
申

書
を
上
司
の
右
大
弁
藤
原
行
成
が
見
た
と
こ
ろ
、
殿
号
に
「
紫
哀
殿
」

F清
涼

殿
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
、
紫
震
殿
を
「
南
殿
」
に
、
清

涼
殿

を
「
御
中
殿
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
る
。
「
此
の
殿
号
無
し
」
と
い

う
の
が
理
由
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
⑧
の
指
摘
は
極
め
て
重
要
で
、
一

条
院
内
裏
に
は
「
紫
震
殿
」
や
F
清
涼
殿
」
の
殿
号
が
な
か
っ
た
こ
と

の

証
左
に

な
る
。
従
っ
て
、
『
枕
草
子
』
に
「
お
は
し
ま
す
殿
は
清
涼

殿
に

て
」
と
叙
述
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
清
少
納
言
の
見
立
て
の
表
現

と
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
主
上
が
お
住
い
に
な
る
御
殿
は
清
涼
殿

　ゆ
　で
」
の
よ
う
に
断
定
し
た
訳
語
は
厳
密
に
は
誤
り
で
あ
り
、
「
天
皇
が

い

ら
っ
し
ゃ
る
御
殿
は
清
涼
殿
に
准
じ
て
」
の
よ
う
に
准
え
る
表
現
の

訳
語
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
条
院
内
裏
で
の
殿
号
は
、

清
涼
殿
を
「
御
中
殿
」
、
紫
震
殿
を
「
南
殿
」
と
言
う
の
が
公
式
の
呼

称
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
第
一
期
一
条
院
に
は
、
前
掲
史
料
⑧
に
よ
っ
て
、
◎
南
殿

（寝
殿
）
、
⑪
西
対
、
①
東
対
（
東
殿
）
、
①
中
殿
（
北
対
・
北
殿
）
、
⑭

西
中
門
、
①
西
門
な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
を
含

め

て
一
条
院
内
裏
の
主
要
な
殿
舎
、
諸
門
に
つ
い
て
、
史
料
に
確
認
で

き
る
も
の
を
補
足
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
⑥
南
殿
　
前
記
⑧
㊦
に
よ
り
紫
震
殿
に
准
じ
る
重
要
な
殿
舎
で
、
一

条
院
内
裏
で
は
寝
殿
を
南
殿
に
あ
て
た
。
そ
れ
は
、
内
裏
焼
亡
か
ら
二

日
後
、
天
皇
が
太
政
官
庁
か
ら
一
条
院
内
裏
へ
遷
御
し
た
『
本
朝
世
紀
』

長
保
元
年
六
月
一
六
日
条
の
「
酉
四
剋
、
寄
御
輿
奉
乗
幸
、
出
従
官
東

門
北
、
従
陽
明
門
御
出
、
従
大
宮
大
路
北
、
当
左
右
陣
張
、
彼
院
西
御

門
入
給
、
寝
殿
南
御
橋
寄
御
輿
」
と
の
記
事
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が

で

き
る
。
遷
御
の
経
路
を
た
ど
る
と
、
天
皇
は
御
輿
で
太
政
官
庁
の
東

門
よ
り
出
て
北
に
進
み
、
建
春
門
を
過
ぎ
る
と
右
折
し
て
陽
明
門
へ
進

み
、
同
門
を
出
る
と
大
宮
大
路
を
北
上
し
て
一
条
院
内
裏
の
西
門
か
ら

進
入
し
て
、
　
f
寝
殿
南
の
御
橋
に
御
輿
を
寄
す
」
と
あ
る
。
「
南
の
御
橋
」

は
紫
震
殿
南
面
中
央
の
南
階
に
准
じ
た
呼
称
で
あ
る
か
ら
、
↓
条
院
内

裏
の
寝
殿
が
南
殿
と
し
て
紫
震
殿
に
准
じ
た
こ
と
を
明
証
し
て
い
る
。

ま
た
本
内
裏
で
は
四
月
と
十
月
に
天
皇
が
紫
震
殿
に
出
御
し
て
旬
政
が

行

わ
れ
た
が
、
一
条
院
内
裏
遷
御
後
の
最
初
の
旬
儀
は
長
保
元
年
十
一

月
十
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
日
本
紀
略
』
同
日
条
に
「
旬
、
　
一
条

院
遷
宮
之
後
有
此
儀
、
天
皇
御
南
殿
」
、
『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
に

F出
南
殿
、
有
旬
事
」
、
『
小
右
記
』
同
日
条
に
「
伝
聞
、
今
日
初
出
御

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

南
殿
、
聞
食
旬
義
」
、
『
権
記
』
同
月
八
日
条
の
「
来
十
三
日
可
出
御
南

殿
、
先
例
御
別
宮
之
時
、
先
出
御
南
殿
有
旬
儀
」
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
⑪
西
対
　
『
権
記
』
長
保
元
年
七
月
七
日
条
に
「
西
対
北
庇
可
為
女

御
達
御
曹
司
之
事
、
奉
仰
事
」
と
あ
り
、
弘
徽
殿
女
御
藤
原
義
子
や
承
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香
殿
女
御
藤
原
元
子
の
曹
司
を
北
廟
に
置
く
よ
う
に
天
皇
の
仰
せ
事
が

あ
り
、
同
書
同
年
七
月
二
一
日
条
に
は
「
仰
云
、
女
御
二
人
曹
司
、
以

西
対
北
西
庇
可
給
之
」
と
あ
り
西
対
北
西
廟
に
充
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
『
御
堂
関
白
記
』
長
保
元
年
九
月
七
日
条
に
「
承
香
殿
女
御
参

入
、
西
対
東
北
角
為
宿
所
」
と
あ
り
、
女
御
元
子
の
宿
所
は
西
対
東
北

の
角
に
設
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
①
東
対
　
東
三
条
院
詮
子
が
参
内
す
る
時
の
在
所
で
あ
っ
た
が
、
前

述
④
の
如
く
天
皇
の
方
違
所
に
な
っ
た
り
、
中
宮
彰
子
が
一
条
院
内
裏

へ
初
め
て
入
内
し
た
時
の
『
権
記
』
長
保
二
年
四
月
七
日
条
に
「
諸
衛

佐
・
殿
上
人
等
在
東
対
東
庇
、
馨
稚
奉
」
と
あ
る
如
く
諸
衛
府
の
佐
や

殿
上
人
の

場
席
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
『
本
朝
世
紀
』
長
保
四

年
十
月
二
二
日
条
に
は
「
一
条
院
東
対
為
御
堂
」
と
あ
り
、
故
東
三
条

院
詮
子
の
内
裏
法
華
八
講
を
修
し
た
時
の
御
堂
に
も
な
っ
た
。
ま
た

『
本
朝
世
紀
』
長
保
五
年
正
月
一
九
日
条
に
「
此
日
賭
弓
節
也
（
中
略
）

以
一
条
院
東
対
南
廊
北
第
一
間
為
御
所
」
と
あ
る
よ
う
に
、
賭
弓
の
儀

に

南
廊
北
第
一
間
が
天
皇
の
御
座
所
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ

か
連

日
の
流
星
の
変
に
よ
る
臨
時
仁
王
会
が
東
対
で
行
わ
れ
た
が
、
そ

の

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
七
月
一
四
日
条
に
「
於
l
条
院
南
殿
・

東

殿
、
被
修
仁
王
会
、
有
御
出
」
、
お
よ
び
『
権
記
』
同
日
条
に
「
南

殿
五
十
一
口
、
一
口
読
師
也
、
東
殿
五
十
口
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

東
対
は
「
東
殿
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

①
中
殿
　
清
涼
殿
に
准
じ
た
こ
と
が
前
掲
⑧
⑪
か
ら
明
白
で
あ
る
。

ま
た
⑧
◎
⑪
の
如
く
、
r
北
対
」
や
「
北
殿
」
と
も
言
っ
た
。

　
⑭
北
二
対
　
前
掲
『
枕
草
子
』
第
二
二
八
段
コ
条
の
院
を
ば
」
に
、

Fl
条
の
院
を
ば
今
内
裏
と
そ
い
ふ
。
お
は
し
ま
す
殿
は
清
涼
殿
に
て
、

そ

の

北

な
る
殿
に
お
は
し
ま
す
」
と
あ
る
「
清
涼
殿
」
の
「
北
な
る
殿
」

が

北
二
対
で
あ
る
。
皇
后
定
子
最
晩
年
の
長
保
二
年
二
月
十
一
日
か
ら

三
月
二
十
七
日
ま
で
の
四
十
六
日
間
、
お
よ
び
八
月
八
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
の
二
十
日
間
、
二
度
に
亘
っ
て
北
二
対
に
滞
在
し
た
。
こ
の
北

二
対
で
催
さ
れ
た
皇
后
定
子
男
敦
康
皇
子
百
日
の
儀
の
『
権
記
」
長
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　

1l
u
r
l
　
l
月
　
1
八
日
条
に
は
「
男
一
宮
百
日
、
主
上
渡
北
殿
、
鋸
凋
上
」

と
あ
り
、
北
二
対
は
「
北
殿
」
と
も
言
わ
れ
た
。
こ
の
北
二
対
で
は
後

日
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
三
年
四
月
二
三
日
条
に
「
参
内
、
有

　ば
　
　
　
モ
　

女

二

宮
御
対
面
事
、
北
二
対
東
面
上
達
部
・
殿
上
人
設
撰
、
奉
結
裳

腰
典
侍
賜
女
装
束
」
と
あ
り
、
皇
后
定
子
女
二
宮
撲
子
内
親
王
七
歳
が

父
帝
一
条
天
皇
と
対
面
し
て
い
る
。
こ
の
躾
子
内
親
王
は
誕
生
翌
日
に

母
宮
定
子
を
亡
く
し
て
い
る
が
、
寛
弘
三
年
頃
は
次
項
⑪
東
北
対
に
述

べ

る
如
く
中
宮
彰
子
の
庇
護
の
も
と
、
東
北
対
北
面
を
在
所
に
し
て
い

た
。
従
っ
て
、
か
つ
て
定
子
の
曹
司
で
あ
っ
た
北
二
対
で
の
一
条
天
皇

と
の
対
面
は
、
在
り
し
日
の
母
宮
を
偲
び
親
子
の
断
ち
が
た
い
縁
を
結

ぶ
父
帝
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
⑪
東
北
対
　
中
宮
彰
子
の
一
条
院
内
裏
に
お
け
る
在
所
で
あ
る
。

『
権

記
』
長
保
元
年
十
一
月
七
日
条
に
「
仰
云
、
以
従
三
位
藤
原
彰
子

為
女
御
、
即
詣
御
曹
司
、
糠
比
」
と
あ
り
、
左
大
臣
藤
原
道
長
女
彰
子

が
女
御
に
な
っ
た
時
に
一
条
院
内
裏
に
お
け
る
彰
子
の
御
曹
司
が
東
北

対
に

設

け
ら
れ
た
。
同
様
に
彰
子
が
翌
二
年
二
月
二
十
五
日
に
中
宮
に
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立
后
後
、
初
め
て
一
条
院
内
裏
に
入
内
し
た
時
も
『
権
記
」
長
保
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　

四

月
七
日
条
に
「
供
奉
参
議
以
上
座
在
后
御
在
所
東
北
対
東
庇
」
と

あ
り
、
在
所
は
や
は
り
東
北
対
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彰
子
の
一
条

院
内
裏
で
の
在
所
は
、
女
御
、
中
宮
時
代
を
通
し
て
東
北
対
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

ま
た
『
日
本
紀
略
』
寛
弘
三
年
八
月
一
七
日
条
に
「
第
一
親
王
於
禁
中

覧
童
相
撲
、
（
中
略
）
先
令
親
王
命
左
近
中
将
源
頼
定
、
右
近
中
将
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
る
　
　

原
実
成
、
相
分
殿
上
侍
臣
、
挑
此
事
、
今
日
於
東
北
対
覧
此
、
中
宮
御

在
所
北
庭
也
、
主
上
遷
御
覧
之
」
と
あ
る
ほ
か
、
『
権
記
』
同
日
条
に

　
　
　
ゑ
ぽ
ゑ
エ
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

r参
内
、
一
宮
御
方
有
童
相
僕
事
、
（
中
略
）
東
北
対
面
有
此
儀
」
、

あ
る
い
は
『
御
堂
関
白
記
」
同
日
条
に
も
コ
宮
童
相
撲
、
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ひ
　
ヱ
　
　
モ
　

於
中
宮
御
在
所
南
面
可
有
、
而
為
女
一
・
二
宮
覧
、
忽
成
北
面
、
主
上

御
中
宮
御
方
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
敦
康
親
王
が
一
条
院
内
裏
で
童
相

撲
に
挑
ん
だ
記
事
だ
が
、
こ
れ
も
中
宮
彰
子
の
東
北
対
で
の
催
事
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
記
事
で
興
味
深
い
の
は
、
初
あ
東
北
対
南
庭
で
予
定
さ

れ
た

が
、
敦
康
親
王
姉
修
子
内
親
王
と
妹
躾
子
内
親
王
も
見
物
す
る
こ

と
に
な
り
、
急
遽
北
庭
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

『
御
堂
関
白
記
』
に
も
「
於
中
宮
御
在
所
南
面
可
有
」
と
あ
る
如
く
中

宮
彰
子
は
東
北
対
南
面
を
、
修
子
内
親
王
と
躾
子
内
親
王
姉
妹
は
東
北

対
北
面
に
在
所
し
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
時
八
歳
の

敦
康
親
王

と
、
十
1
歳
の
修
子
内
親
王
、
七
歳
の
娃
子
内
親
王
姉
弟
た

ち
は
、
皇
后
定
子
崩
御
後
、
中
宮
彰
子
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
も

明
白
に
な
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
中
宮
彰
子
の
第
一
皇
子
敦

成
親
王
も
ま
た
こ
の
東
北
対
を
在
所
に
し
た
。
敦
成
親
王
百
日
の
儀
が

一
条
院
内
裏
で
催
さ
れ
た
時
の
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二

o
日
条
に
「
若
宮
御
百
日
、
（
中
略
）
其
折
櫃
又
微
妙
、
事
非
可
書
尽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
け
　

御
在
所
居
南
庇
並
惜
板
敦
等
東
面
」
と
あ
り
、
頗
る
見
事
な
折
櫃
等
が

東
北
対
南
廟
に
陳
列
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
敦
成
親
王
の
「
御
在
所
」
が

中
宮
彰
子
と
同
じ
東
北
対
の
南
面
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
◎
乾
舎
　
『
小
右
記
』
長
保
元
年
年
七
月
二
日
条
に
「
奉
荷
御
竈
神
、

宮

主
・
奉
膳
・
典
膳
相
従
、
上
卿
以
下
候
後
列
、
入
自
院
西
門
奉
移
院

乾
舎
、
殼
噺
」
と
あ
り
、
こ
の
日
に
乾
舎
を
新
造
し
て
御
竈
神
が
祀
ら

れ

た
。
一
条
院
が
今
内
裏
に
な
っ
て
十
六
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。

　
⑥
西
中
門
　
前
掲
⑧
や
『
本
朝
世
紀
』
長
保
五
年
正
月
一
日
条
に

F西
中
門
為
承
明
門
」
と
あ
り
、
承
明
門
に
准
じ
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。
ほ
か
に
は
賀
茂
祭
翌
日
、
西
中
門
で
の
警
固
解
陣
が
『
本
朝
世
紀
』

長
保
五
年
四
月
一
五
日
条
に
「
右
兵
衛
少
尉
中
原
為
家
入
自
西
中
門
立

小
庭
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
六
月
一
六
日
条

に

「
運
置
彼
院
西
中
門
内
北
披
」
、
『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
一
月
二
五

　
　
　
　
　
ニ
ヱ
　
　

日
条
に
「
左
大
臣
為
内
弁
、
西
中
門
不
閉
、
外
衛
陣
候
本
陣
、
群
臣
入

自
西
中
門
」
と
も
見
え
る
。

　
①
西
門
　
◎
南
殿
に
引
用
し
た
如
く
『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
六
月

一
六

日
条
に
「
酉
四
剋
、
寄
御
輿
奉
乗
幸
、
出
従
官
東
門
北
、
従
陽
明

門
御
出
、
従
大
宮
大
路
北
、
当
左
右
陣
張
、
彼
院
西
御
門
入
給
、
寝
殿

南
御
橋
寄
御
輿
」
と
あ
り
、
天
皇
が
太
政
官
庁
か
ら
一
条
院
内
裏
遷
御

の

時
は
、
西
門
か
ら
の
入
御
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
記
◎
乾
舎
の
御
竈
神

渡
御

も
同
じ
西
門
が
用
い
ら
れ
た
。
御
竈
神
に
対
す
る
当
時
の
信
仰
心
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の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　
⑦
西
小
門
　
『
小
右
記
』
長
保
元
年
七
月
二
二
日
条
に
「
今
日
仁
王

会
、
荘
厳
承
光
堂
、
参
内
、
院
中
荘
厳
五
箇
処
、
纏
門
醐
磁
斬
西
幌
晒
凋
」
と

見
え
る
。

　
⑥
東
中
門
　
『
本
朝
世
紀
』
長
保
四
年
十
月
二
二
日
条
に
「
次
請
僧

六
十
口
、
入
自
東
中
門
南
脇
門
参
入
」
、
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
月
一

　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

六

日
条
に
「
左
大
将
於
東
中
門
外
仰
御
綱
事
」
、
『
外
記
』
同
日
条
に

「駕
鳳
董
艶
粋
臓
捌
題
、
経
東
中
門
御
出
」
と
あ
る
。

　
⑭
東
門
　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
月
一
六
日
条
に
「
巳
二
点

御
出
東
門
、
午
一
点
幸
着
、
御
入
、
御
輿
出
」
と
あ
る
ほ
か
、
『
小
右

記
』
同
日
条
に
「
午
剋
鳳
輿
出
自
東
門
、
銅
鯛
握
花
形
御
后
宮
、
駈
練
澗
」
、

　
　
　
　
　
　
お
　

『
不
知
記

B
』
同
日
条
に
「
乗
輿
即
出
自
東
門
北
行
、
自
上
東
門
大
略

東
折
」
、
『
外
記
』
同
日
条
に
「
駕
鳳
董
艶
纏
捌
題
、
経
東
中
門
御
出
、

自
衛
門
陣
、
上
東
門
大
路
御
幸
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
敦
成
皇
子
誕
生

で
天
皇
が

中
宮
彰
子
の
御
所
土
御
門
第
へ
行
幸
し
た
記
事
で
、
一
条
院

内
裏
の
東
門
か
ら
出
御
し
た
。
ま
た
東
門
は
『
外
記
』
か
ら
「
衛
門
の

陣
」
と
通
称
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
行
幸
で
天
皇
の
鳳
葦
は
、

東
中
門
を
経
て
（
『
外
記
』
）
、
東
門
を
出
る
と
（
『
小
右
記
』
）
、
南
下
し

て
上
東
門
大
路
を
左
折
し
（
『
不
知
記
B
』
『
外
記
』
）
、
土
御
門
第
に
至
っ

た
。
注
視
し
た
い
の
は
、
一
条
院
内
裏
南
の
織
部
司
に
南
面
し
た
上
東

門
大
路
を
東
に
進
ん
だ
の
を
、
『
不
知
記
B
』
に
「
北
に
行
く
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
条
院
内
裏
中
殿
か
ら
見
る
と
左

方
向
は
地
図
上
で
東
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
東
方
向
を
『
不
知
記
B
』

に

「
北
」
と
呼
ん
で
い
る
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
条
院
内
裏
の
東

側

を
「
北
」
と
見
る
概
念
は
当
時
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
あ

る
。　
⑧
東
北
門
　
東
門
の
北
に
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
東
北
の
陣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　

が

あ
っ
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
四
月
十
三
日
条
に
「
中
宮
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　

出
従
一
条
院
東
北
門
、
外
従
土
御
門
、
着
土
御
門
」
と
あ
り
、
中
宮
彰

子
が
土
御
門
第
へ
出
御
し
た
門
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
北
門
を

出
て
南
下
し
、
土
御
門
大
路
で
左
折
し
て
土
御
門
第
に
到
っ
て
い
る
。

東
北
門
よ
り
も
南
に
位
置
し
た
東
門
か
ら
の
退
出
が
距
離
的
に
近
い
が
、

右
記
⑧
の
如
く
東
門
は
天
皇
の
行
幸
に
用
い
る
東
の
正
門
な
の
で
、
こ

の

時
の
行
啓
に
は
東
北
門
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
東
北
門
は
中
宮
彰
子
第
一
皇
子
の
敦
成
親
王
が
一
条
院
内
裏

に

参
内
し
た
時
に
も
用
い
ら
れ
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六
年
八
月

　
　
　
　
　
　
ハ
け
　
　
モ
　
　
　
　
ナ
ロ

一
七

日
条
に
「
若
宮
参
太
内
、
午
時
入
従
東
北
陣
給
、
御
車
入
鳥
居

　
ロ
お
　
カ
　

内
小
、
（
中
略
）
候
御
車
女
方
候
陣
下
」
と
あ
り
、
親
王
は
「
東
北

の

陣
」
が
あ
っ
た
東
北
門
か
ら
入
御
し
た
。
親
王
の
車
に
伺
候
し
た
女

房
た
ち
は
鳥
居
小
路
、
つ
ま
り
較
負
小
路
に
面
し
た
東
北
門
下
で
控
え

た
。
こ
の
史
料
で
明
白
な
如
く
、
東
北
門
の
陣
屋
は
、
「
東
北
の
陣
」

と
通
称
さ
れ
た
。

①
北
門
　
鞭
負
小
路
沿
い
の
東
北
門
よ
り
も
更
に
北
に
あ
っ
た
門
と

推
定

さ
れ
る
。
『
枕
草
子
』
の
「
北
の
陣
」
は
、
こ
の
北
門
を
指
す
と

思

わ
れ
る
。
詳
細
は
後
章
「
北
の
陣
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
南
中
門
　
『
権
記
』
寛
弘
六
年
正
月
二
日
条
に
「
黄
昏
参
内
、
於
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中
宮
拝
礼
、
南
中
門
西
披
片
庇
有
中
宮
大
饗
」
と
あ
り
、
中
宮
大
饗
が

南
中
門
西
挾
の
片
廟
で
催
さ
れ
て
い
る
。

　
⑰
南
門
　
「
南
門
」
は
史
料
に
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
⑪
に

南
中
門
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
南
門
に
相
当
す
る
門
も
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
。
前
記
⑧
『
権
記
』
長
保
元
年
七
月
＝
二
日
条
に
「
建
礼
門
分

可
用
西
門
井
織
部
司
南
門
等
間
」
と
あ
り
、
西
門
か
ら
織
部
司
南
門
ま

で

を
建
礼
門
に
准
じ
た
こ
と
や
、
中
宮
彰
子
と
敦
成
親
王
が
一
条
院
内

裏
に
還
啓
し
た
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
一
月
l
七
日
条
に
「
参

　
　
　
ナ
ロ

中
宮
太
内
給
、
御
輿
、
若
宮
金
造
御
車
、
別
当
以
下
四
位
・
五
位
挙
燭
、

　
　
　
　
　
　
ぽ
ヱ
　
　
　
　
ク
お
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ヒ
　
カ
　

奉
抱
候
御
車
母
々
井
御
乳
母
、
織
司
下
々
従
車
着
内
事
如
常
」
と
見

え
、
同
行
し
た
女
房
た
ち
が
織
部
司
で
下
車
し
て
徒
歩
で
参
入
し
た
の

で
、
織
部
司
の
南
門
を
一
条
院
内
裏
の
南
門
に
兼
用
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
⑩
建
礼
門
　
『
日
本
紀
略
』
長
保
四
年
九
月
六
日
条
に
「
於
建
礼
門

前
大
祓
」
、
『
本
朝
世
紀
』
長
保
四
年
十
月
三
日
条
に
「
今
日
於
建
礼
門

前
有
大
祓
。
是
来
六
日
仁
王
会
由
祓
也
」
、
同
じ
く
同
書
長
保
五
年
正

月
l
七
日
条
に
「
於
建
礼
門
之
前
有
射
礼
事
」
と
あ
り
、
門
前
で
大
祓

や
射
礼
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
前
掲
⑧
に
西
門
か
ら
織
部
司
南
門
の
間
を

建
礼
門
に
准
じ
る
が
、
記
録
執
筆
の
煩
墳
を
嫌
っ
て
か
、
本
内
裏
「
建

礼
門
」
の
門
号
で
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

　
⑧
そ
の
他
阿
部
秋
生
氏
は
西
北
門
、
南
門
も
史
料
に
見
え
る
と
い

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

い
、
萩
谷
朴
氏
は
西
南
小
門
、
増
田
繁
夫
氏
の
付
載
図
に
は
東
南
門
や

西
南
門
も
掲
げ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
一
条
院
と
無
関
係
な
諸
門
も
含
ま

れ
、
偶
目
に
入
っ
た
一
条
院
内
裏
の
諸
記
録
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
の

で
後
考
に

侯
ち
た
い
。

　
以
上
が

寛
弘
六
年
十
月
ま
で
の
諸
記
録
に
見
ら
れ
る
第
一
期
一
条
院

内
裏
の
殿
舎
、
諸
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
増
田
氏
の
付
載
図

を
参
考
に
し
て
第
一
期
一
条
院
内
裏
図
を
作
成
す
る
と
、
次
の
図
1
の

よ
う
に
な
ろ
う
。

L

一 条大路

軽
負

々
路

北

　
門
　
　
　
　
東
北
門

（北

の
陣
）
　
　
　
（
東
北
の
陣
）

＾東
衛
門門
の

蓮

1・［コき
難鞠…［］

鰯

東
対
口接傭殿；

雛褒殿↓

西

小
門

欝：目

目東

．，

中

門

門）

正親田r小路

大

宮

大

路

r

図1　第1期一条院内裏図

　　　　　　　　　一32一



　
　
四
　
l
条
院
内
裏
の
修
造
な
ど

　
一
条
院
内
裏
は
寛
弘
六
年
十
月
五
日
に
焼
亡
し
、
翌
七
年
十
一
月
二

八

日
に
新
造
さ
れ
る
が
、
長
保
元
年
六
月
以
降
の
第
一
期
一
条
院
内
裏

の

修

理
・
造
営
の
記
録
を
摘
記
し
て
お
く
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
④
一
条
院
作
事
‖
『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
六
月
一
九
日
条
「
彼
院

　
　
内
造
、
修
理
職
、
木
工
寮
・
内
匠
寮
頭
已
下
唯
行
作
事
」

　
◎
乾
舎
新
造

1
1
『
小
右
記
』
長
保
元
年
七
月
二
日
条
「
自
院
西
門
、

　
　
奉
移
院
乾
舎
齢
魏
漸
」

　
◎
修
理
見
始
め
1
1
『
御
堂
関
白
記
」
寛
弘
三
年
正
月
九
日
条
「
行
一

　
　
条
院
、
見
始
修
理
」

　
◎
修
理
見
分
1
1
『
権
記
』
寛
弘
三
年
正
月
二
〇
日
条
「
参
一
条
院
」

　
⑥
1
条
院
内
裏
焼
亡
‖
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六
年
十
月
五
日
条

　
　
「
寅
時
一
条
院
焼
亡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

㊦
1
条
院
作
造
始
め
＝
『
左
経
記
」
長
元
元
年
七
月
一
九
日
条
「
寛

　
　
弘
七
年
庚
戌
二
月
二
七
日
始
作
一
条
院
」

㊦
l
条
院
作
造
始
め
H
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
四
月
五
日
条

　
　
F
早
旦
到
一
条
院
、
初
作
造
事
」

◎
雑
舎
建
築
定
め
1
1
『
御
堂
関
自
記
』
寛
弘
七
年
四
月
一
三
日
条

　
　
F
到
一
条
院
、
可
舎
立
定
所
々
」

①
南
殿
・
後
涼
殿
未
造
‖
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
八
月
二
一
日

　
　
条
「
行
l
条
院
見
造
、
南
殿
・
後
涼
殿
代
等
未
造
」

⑧
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
九
月
八
日
条
「
従
内
与

　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　

　
　
源
中
納
言
相
共
到
一
条
院
、
見
作
事
」

　
⑫
一
条
院
遷
御
定
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
九
月
一
八
日
条

　
　
F
到
一
条
院
、
仰
可
然
雑
事
」

　
⑦
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
九
月
二
四
日
条
「
従
内

　
　
出
、
到
一
条
院
」

　
◎
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
月
三
〇
日
条
「
従
内

　
　
到
l
条
院
」

　
（
㊧
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
」
寛
弘
七
年
十
一
月
l
九
日
条
「
見

　
　
一
条
院
、
依
榑
不
足
、
検
非
違
使
等
遣
津
頭
」

　
◎
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
二
三
日
条
「
到

　
　
一
条
院
」

　
②
造
営
見
分
1
1
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
l
l
四
日
a
j
K
　
F
従

　
　
一
条
院
参
東
宮
」

　
⑫
造
営
見
分
‖
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
二
六
日
条
「
早

　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
朝

従

内
、
後
参
東
宮
、
到
l
条
院
」

　
　
五
　
北
の
陣
の
位
置

　
『
枕
草
子
』
第
一
〇
段
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
は
、

三
巻
本
系
統
と
伝
能
因
本
系
統
に
あ
り
、
三
巻
本
「
北
の
陣
」
、
伝
能

因
本

「
北
の
門
」
と
異
同
が
あ
る
。
「
北
の
陣
」
は
本
来
、
本
内
裏
北

正
面
の
朔
平
門
に
あ
っ
た
左
右
兵
衛
府
の
詰
所
を
い
う
が
、
『
枕
草
子
』

に

よ
れ
ば
一
条
院
内
裏
に
も
「
北
の
陣
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
寛
弘
五
年

九

月
十
六
日
の
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
生
誕
六
夜
の
記
事
に
も
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r北
の

陣
に
車
あ
ま
た
あ
り
」
と
あ
り
、
母
宮
中
宮
彰
子
の
行
啓
し
た

土
御
門
第
に
も
「
北
の
陣
」
が
あ
っ
た
。
今
内
裏
は
も
と
よ
り
、
中
宮

の

遷
御
し
た
御
所
に
も
本
内
裏
に
准
じ
て
「
北
の
陣
」
を
置
く
こ
と
が

こ
の
頃
に
は
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
条
院
内
裏
「
北
の
陣
」
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

㈲
東
面
の
門
、
㈲
東
門
、
［
｛
｝
東
北
門
、
㈲
朔
平
門
な
ど
諸
説
紛
々
と
し

て
い
る
。

　
ま
ず
㈲
東
面
の
門
説
は
、
「
東
を
ば
」
の
字
義
的
な
訳
語
を
提
示
し

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
近
年
の
注
釈
書
頭
注
に
「
本
内
裏
で
は
東
向

き
の
清
涼
殿
は
今
内
裏
で
は
南
向
き
で
あ
る
。
方
角
が
異
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
め
に
『
北
の
陣
』
と
呼
び
な
が
ら
東
に
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
」

と
い
う
が
、
清
涼
殿
の
東
向
と
今
内
裏
の
南
向
き
の
方
角
の
相
異
と

r北
の

陣
」
と
の
関
係
性
の
説
明
に
意
を
尽
く
し
て
い
る
と
言
い
が
た

い
o
既
に
確
認
し
た
如
く
一
条
院
内
裏
の
東
側
、
鞭
負
小
路
に
面
し
た

諸
門
は
⑱
⑤
①
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
東
面
の
門
す
べ
て
を
「
北
の
陣
」

と
総
括
し
て
い
る
説
に
は
従
い
難
い
o

　
㈲
東
門
説
は
、
渡
辺
実
氏
に
「
正
規
の
内
裏
で
は
清
涼
殿
は
東
向
き

の

建
物
な
の
で
、
内
裏
の
北
に
あ
る
朔
平
門
（
北
の
陣
）
は
左
手
に
あ

た

る
。
そ
こ
で
一
条
内
裏
で
も
、
南
面
す
る
清
涼
殿
（
北
の
対
）
の
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

手
の
門
、
つ
ま
り
東
門
を
、
『
北
の
陣
』
と
呼
ん
だ
」
と
あ
り
、
「
東
を

ば
」
を
東
門
に
解
し
た
う
え
で
「
北
の
陣
」
に
比
定
す
る
辻
棲
合
わ
せ

を
し
た
趣
の
説
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
一
条
院
内
裏
に
「
清
涼
殿
」
の
殿

号
が

な
く
、
東
門
は
前
記
（
⑧
に
述
べ
た
如
く
「
衛
門
の
陣
」
と
通
称
さ

れ

た
の
で
、
こ
れ
を
「
北
の
陣
」
と
同
l
視
す
る
こ
と
の
根
拠
が
明
白

で

な
い
。
ま
た
東
門
を
朔
平
門
（
北
の
陣
）
に
見
立
て
た
場
合
、
そ
の

北
方
に
あ
る
東
北
門
を
「
東
北
」
と
言
い
難
い
こ
と
や
、
次
章
「
北
の

陣
」
で
述
べ
る
如
く
北
二
対
東
廟
の
小
廟
か
ら
遥
か
南
方
の
東
門
に
出

入

り
す
る
廷
臣
た
ち
の
動
向
は
東
北
対
に
遮
ら
れ
て
観
察
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
東
門
説
も
適
正
と
言
え
な
い
。

　
回
東
北
門
説
は
、
阿
部
秋
生
氏
に
詳
細
な
考
察
が
あ
り
、
近
年
で
は

萩
谷
朴
氏
、
増
田
繁
夫
氏
、
最
近
で
は
津
島
知
明
氏
、
中
島
和
歌
子
氏

な
ど
が
東
北
門
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
門
は
前
記
⑤
で
確
認
し
た

如

く
「
東
北
の
陣
」
と
呼
称
さ
れ
、
こ
れ
を
「
北
の
陣
」
と
認
定
し
う

る
根
拠
が
明
確
で
な
い
の
で
、
東
北
門
説
も
正
鵠
を
得
て
い
る
と
言
え

な
い
。

　
㈲
北
門
説
は
、
伝
能
因
本
系
統
の
本
文
に
与
し
て
r
新
内
裏
で
も
、

本
内
裏
の
呼
称
そ
の
ま
ま
に
左
方
に
あ
た
る
東
方
を
北
の
門
と
呼
ん
だ

　
　
　
　
　
れ
　

の

で

あ
ろ
う
」
と
す
る
も
の
で
、
明
確
な
論
拠
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。

　
右
の
如
く
従
来
の
『
枕
草
子
』
「
北
の
陣
」
に
関
す
る
諸
説
は
確
証

を
欠
き
、
手
続
的
に
も
問
題
が
少
な
く
な
い
の
で
、
以
下
に
新
た
な
私

見
を
提
案
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
『
枕
草
子
』
第
二
七
四
段
「
成
信
の
中
将
は
」
に
、
次
の
よ

う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

　
　
一
条
の
院
に
造
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
一
間
の
所
に
は
、
に
く
き
人
は

　
　

さ
ら
に
寄
せ
ず
、
東
の
御
門
に
つ
と
向
ひ
て
、
い
と
を
か
し
き
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
廟
に

式
部
の
お
も
と
と
も
ろ
と
も
に
、
夜
も
昼
も
あ
れ
ば
、
上
も
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常
に
物
御
覧
じ
に
い
ら
せ
た
ま
ふ
。

　
す

で
に

前
記
⑭
北
二
対
で
述
べ
た
よ
う
に
一
条
院
内
裏
で
の
中
宮
定

子
の
在
所
は
北
二
対
で
あ
り
、
右
の
記
事
も
北
二
対
で
の
話
題
で
あ
る
。

そ

の

東
廟
の
小
廟
に
清
少
納
言
と
式
部
の
お
も
と
の
局
が
あ
っ
た
。
破

線
部
の
「
い
と
を
か
し
き
小
廟
に
式
部
の
お
も
と
と
も
ろ
と
も
に
、
夜

も
昼
も
あ
れ
ば
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
傍
線
部
「
東
の
御
門
に

つ

と
向
ひ
て
」
と
あ
る
如
く
、
「
東
の
御
門
」
の
真
向
か
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
東
の
御
門
」
こ
そ
が
ま
さ
に
『
枕
草
子
』
第
一
〇
段
「
今
内
裏

の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
と
あ
る
一
条
院
内
裏
東
面
の
「
北
の
陣
」

で

あ
る
。
そ
し
て
、
波
線
部
に
「
上
も
常
に
物
御
覧
じ
に
い
ら
せ
た
ま

ふ
」
と
あ
り
、
小
廟
に
は
天
皇
も
し
ば
し
ば
訪
れ
て
室
外
の
光
景
を
楽

し
ま
れ
た
。

　

こ
れ
と
同
様
の
話
題
が
『
枕
草
子
』
第
四
七
段
「
職
の
御
曹
司
の
西

面
の
立
蔀
の
も
と
に
て
」
に
も
あ
る
。

　
　
つ
と
め
て
日
さ
し
出
つ
る
ま
で
、
式
部
の
お
も
と
と
小
廟
に
寝
た

　
　
る
に
、
奥
の
遣
戸
を
あ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
上
の
御
前
、
宮
の
御

　
　
前
出
で
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
（
中
略
）
宿
直
物
も
何
も
、
う
つ
も
れ

　
　
な

が

ら
あ
る
う
へ
に
お
は
し
ま
し
て
、
陣
よ
り
出
で
入
る
者
ど
も

　
　
御
覧
ず
。
殿
上
人
の
つ
ゆ
知
ら
で
寄
り
来
て
物
言
ふ
な
ど
も
あ
る

　
　
を
、

　
破
線
部
に

清
少
納
言
と
式
部
の
お
も
と
の
局
が
小
廟
で
あ
っ
た
こ
と
、

波
線
部
に
天
皇
と
中
宮
が
小
廟
に
来
て
「
陣
よ
り
出
で
入
る
者
ど
も
」
、

即

ち
「
北
の
陣
」
が
あ
る
「
東
の
御
門
」
に
出
入
り
す
る
廷
臣
ら
の
様

子

を
眺
め
楽
し
ん
だ
こ
と
、
二
重
傍
線
部
に
は
小
廟
が
殿
上
人
た
ち
の

立

ち
寄
り
や
す
い
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
両
記
事
を
総

合
す

る
と
、
北
二
対
東
廟
の
小
廟
は
、
「
東
の
御
門
」
即
ち
「
北
の
陣
」

の

ほ
ぼ
正
面
に
あ
り
、
「
東
の
御
門
（
北
の
陣
）
」
に
出
入
り
す
る
廷
臣

た
ち
の
観
察
が
可
能
な
ほ
ど
の
至
近
距
離
に
あ
り
、
殿
上
人
も
寄
り
道

し
や
す
い
所
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
北
の
陣
」
は
、
北
二

対
小
廟
正
面
の
門
の
陣
屋
で
あ
っ
た
。

　
で

は
、
「
東
の
御
門
」
は
具
体
的
に
ど
の
門
で
あ
ろ
う
か
。
北
二
対

か

ら
遥
か
南
方
の
東
門
は
至
近
距
離
の
条
件
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、

東
北
対
に
遮
ら
れ
て
東
門
を
出
入
り
す
る
廷
臣
を
望
観
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
か
ら
、
東
門
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
　
一

方
、
阿
部
秋
生
氏
が
「
東
北
門
（
い
わ
ゆ
る
東
面
北
門
）
を
さ
す
も
の

で
、
こ
れ
が
大
内
裏
の
内
裏
の
場
合
の
玄
輝
門
乃
至
は
朔
平
門
（
北
の

　
　
　
　
　
　
　
お
　

陣
）
に
相
当
す
る
」
と
さ
れ
、
萩
谷
朴
氏
も
「
北
の
陣
（
東
北
門
）
と
、

ほ

ぼ

直
面
し
て
い
る
が
故
に
、
北
の
陣
を
出
入
り
す
る
殿
上
人
達
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

ぶ

さ
に
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
距
離
的
な
条
件
か
ら
東
北
門
説

を
支
持
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
北
門
説
は
小
廟
か
ら
死
角
で
な
い
こ
と

が
大
前
提
に
な
る
が
こ
の
点
が
審
ら
か
で
な
く
、
更
に
前
記
⑤
で
述
べ

た
如
く
「
東
北
の
陣
」
と
通
称
さ
れ
た
東
北
門
の
陣
を
、
「
北
の
陣
」

と
同
1
視
す
る
こ
と
に
従
い
難
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
宮
彰
子
と
敦
成
親
王
が
揃
っ
て
一
条
院
内

裏
に

還
啓
し
た
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
一
月
l
七
日
条
に
、
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ビ
　
チ
　

　
　
戌
二
貼
行
啓
、
賠
躰
難
醐
ガ
臥
給

と
あ
る
分
注
の
、
較
負
小
路
に
面
し
た
「
大
宮
院
東
面
北
門
」
と
あ
る

F北
門
」
の
「
北
の
陣
」
を
新
た
に
提
案
し
た
い
。

　
一
体
、
『
小
右
記
』
の
筆
者
藤
原
実
資
が
何
故
に
分
注
に
「
入
給
自

大
宮
院
東
面
北
門
」
と
認
あ
た
か
。
そ
の
真
意
を
推
し
量
る
に
、
す
で

に

⑤
東
北
門
に
掲
げ
た
寛
弘
五
年
四
月
中
宮
彰
子
の
一
条
院
内
裏
退
出

は
東
北
門
か
ら
で
あ
り
、
十
1
月
の
還
啓
は
北
門
で
あ
っ
た
の
で
、
前

例
の
四
月
に
異
な
る
点
を
特
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
門
を

r大
宮

院
北
門
」
と
書
か
ず
「
東
面
」
二
文
字
を
加
え
て
「
大
宮
院
東

面
北
門
」
と
記
す
の
も
、
一
条
院
内
裏
北
面
の
門
で
な
い
こ
と
を
明
確

に

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
「
北
門
」
と
記
し
た
の
も
東
面
の
東
北

門
や
東
門
と
異
な
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
有
職
故
実
に
熟
達
し
、
『
小
右
記
』
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
の
筆
者

実
資
な
ら
で
は
の
着
眼
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の

如

v
分
注
の
「
北
門
」
は
、
東
北
門
や
東
門
で
な
く
、
東
北

門
の
北
に
位
置
し
た
門
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
一
条
院
内
裏

北
面
の
1
条
大
路
に
あ
っ
て
も
よ
い
「
北
門
」
が
、
な
ぜ
東
面
の
靱
負

小
路
に
設
置
さ
れ
た
か
審
ら
か
で
な
い
が
、
『
枕
草
子
』
諸
注
に
も
言

う
如
く
、
本
内
裏
の
北
門
は
清
涼
殿
の
左
方
に
当
っ
た
の
で
、
一
条
院

内
裏
で
も
清
涼
殿
に
准
じ
た
中
殿
の
左
方
に
北
門
を
設
け
た
結
果
、
一

条
院
内
裏
東
面
の
靱
負
小
路
に
沿
っ
て
北
か
ら
順
に
、
北
門
、
東
北
門
、

東
門
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
量
さ
れ
る
。
北
門

は
北
二
対
小
廟
の
ほ
ぼ
正
面
に
位
置
し
、
東
北
門
は
東
北
対
に
、
東
門

は
東
対
と
い
っ
た
具
合
に
、
各
殿
舎
に
存
在
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
「
北
門
」
が
一
条
院
内
裏
北
二
対
小
廟
正
面
に
あ
っ
た

場
合
、
『
枕
草
子
』
の
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
や
、

rl
条
の
院
に
造
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
一
間
の
所
に
は
、
に
く
き
人
は
さ

ら
に
寄
せ
ず
、
東
の
御
門
に
つ
と
向
ひ
て
」
と
あ
る
「
今
内
裏
の
東
」
、

F北
の

陣
」
、
「
東
の
御
門
」
の
条
件
と
も
齪
顧
を
き
た
す
こ
と
が
な
い

の

で
あ
る
。

　
因
み

に

寛
弘
五
年
の
還
啓
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
も
「
い
ら
せ
給

ふ

は
十
七
日
な
り
」
で
始
ま
る
詳
細
な
日
記
が
あ
る
が
、
還
御
し
た
門

の

記
述
は
な
い
。

　
す

で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
『
枕
草
子
』
に
は
廷
臣
た
ち
が
「
北
門
」

に

出
入
す
る
挿
話
が
見
ら
れ
、
平
時
に
は
通
用
門
と
し
て
機
能
し
た
よ

う
で
あ
る
が
、
憶
測
を
逞
し
く
す
る
と
、
中
宮
定
子
在
世
中
、
二
度
の

一
条
院
内
裏
出
入
に
は
専
ら
こ
の
「
北
門
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
な
い

か

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
寛
弘
五
年
に
至
る
と
中
宮
彰
子
や
敦
成
親

王
の

還
啓
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
偶
目
に
入
っ
た
「
北
門
」
の
史
料
は
右
の
一
例
だ
け
だ
が
、
こ
の

F北
門
」
の
「
北
の
陣
」
が
『
権
記
』
長
保
二
年
二
月
一
〇
日
条
に
、

次
の
如
く
見
ら
れ
る
。

　
　
召
国
平
朝
臣
、
仰
北
陣
外
並
堀
河
西
掃
治
事
、
嗣
仰
絃
曙
門

　

こ
れ
は
「
北
の
陣
外
」
即
ち
鞭
負
小
路
か
ら
、
堀
河
小
路
西
に
至
る

一
町

を
、
左
右
衛
門
府
と
京
職
が
清
掃
し
た
と
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
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一
町

は
言
う
ま
で
も
な
く
一
条
院
別
納
の
地
で
あ
る
か
ら
、
一
条
院
別

納
の
四
周
を
清
掃
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、
既
述
し
た
⑤
東
北
門
の
「
東
北
の
陣
」

と
は
別
に
、
「
北
門
」
及
び
「
北
の
陣
」
の
存
在
が
確
実
な
の
で
あ
る
。

加
え

て
清
掃
区
域
が
「
東
北
陣
外
」
で
な
く
「
北
陣
外
」
と
あ
る
の
で
、

東
北
門
よ
り
更
に
一
条
大
路
に
近
い
位
置
に
「
北
の
陣
」
即
ち
北
門
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
北
の
陣
」

を
『
枕
草
子
』
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」
や
『
小
右
記
』

寛
弘
五
年
十
一
月
l
七
日
条
分
注
に
「
入
給
自
大
宮
院
東
面
北
門
」
と

あ
る
鞭
負
小
路
に
面
し
た
北
門
の
陣
屋
と
見
る
こ
と
に
異
論
が
な
か
ろ

う
。　
清
掃
し
た
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
清
掃
翌
日
の
十
1
日
に
中
宮
定

子

が
一
条
院
内
裏
に
入
内
し
た
の
で
（
『
権
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
。
但

し
『
日
本
紀
略
』
±
9
十
1
1
日
）
、
入
内
直
前
の
路
面
清
掃
と
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
十
1
m
は
中
宮
定
子
の
皇
子
敦
康
に
も
牛
車
が
聴
さ
れ

（『
日
本
紀
略
』
）
、
十
八
日
敦
康
皇
子
百
日
の
儀
（
『
権
記
』
）
、
二
十
五

日
に
皇
后
遵
子
が
皇
太
后
、
中
宮
定
子
が
皇
后
、
女
御
彰
子
が
中
宮
に

な
る
な
ど
（
『
日
本
紀
略
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
権
記
』
）
、
一
条
院
内
裏

で
諸
行
事
が
目
白
押
し
に
催
さ
れ
た
の
で
、
こ
う
し
た
諸
行
事
に
も
備

え

て
一
条
院
内
裏
東
町
一
町
の
路
面
清
掃
が
実
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
清
掃
か
ら
推
察
す
る
と
、
中
宮
定
子
の
入
内
は
、
押
小
路
南
、

東
洞
院
西
の
平
生
昌
三
条
第
か
ら
、
堀
川
小
路
を
経
由
し
て
正
親
町
小

路
を
左
折
し
、
更
に
鞭
負
小
路
を
北
行
し
て
、
一
条
院
内
裏
北
門
か
ら

入
御
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

つ
い

で

な
が
ら
、
『
小
右
記
』
万
－
k
l
i
l
u
r
七
月
　
1
　
O
日
条
に
は
、
内

裏
中
隔
西
路
の
清
掃
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ズ
お
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

　
　
昨
日
不
勘
老
骨
董
車
之
事
以
中
将
令
奉
禅
閤
井
関
白
、
皆
有
報

　
　
旨
、
中
将
云
、
禅
閤
日
、
衰
老
病
患
之
身
相
扶
参
内
、
従
朔
平
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　

　
　
歩
行
参
入
、
其
程
太
遠
、
更
不
可
堪
、
故
入
道
殿
乗
車
入
自
朔
平

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
び
カ
　

　
　
門
到
其
輝
門
下
々
給
、
合
恩
彼
例
入
従
式
乾
門
到
陰
明
門
下
々

　
　
従
車
欲
参
入
、
雛
有
所
憧
進
退
惟
谷
、
歩
行
之
程
頗
可
近
々
、
侃

　
　
内
々
所
思
也
、
故
殿
無
御
病
、
而
乗
車
入
給
中
隔
、
我
者
病
極
重
、

　
　
〔
密
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
明
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
汚
力
〕

　
　
蜜
々
乗
車
到
陰
陽
門
下
々
自
車
欲
参
入
者
、
中
隔
西
方
路
甚
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
　
楊
、
中
隔
掃
治
下
官
可
被
召
仰
欺
者
、
召
左
大
史
貞
行
宿
祢
仰
中

　
　
隔
掃
治
事
、
左
右
兵
衛
所
奉
仕
也
、

　
老
齢
七
十
歳
の
実
資
は
老
衰
病
が
重
く
、
朔
平
門
か
ら
歩
行
で
の
参

内
が
困
難
で
、
式
乾
門
か
ら
陰
明
門
ま
で
肇
車
に
乗
り
、
そ
こ
か
ら
歩

行
で
参
内
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
式
乾
門
か
ら
陰
明
門
に

至

る
内
裏
内
郭
西
路
の
汚
稜
が
ひ
ど
い
の
で
左
右
兵
衛
府
が
清
掃
し
た

と
あ
る
。
内
裏
内
郭
の
路
面
で
す
ら
汚
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

一
条
院
内
裏
四
方
の
路
面
も
人
畜
の
吐
物
や
排
泄
物
な
ど
で
汚
れ
が
あ

り
、
清
掃
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
『
日
本
紀
略
』
長
保
五
年
四
月
一
四
日
条
に
「
賀
茂
祭
也
、

但
一
条
院
北
陣
、
自
大
宮
大
路
至
干
堀
川
、
供
奉
人
下
馬
、
女
使
不
下

馬
」
と
見
え
、
二
条
院
北
陣
」
と
あ
る
。
賀
茂
祭
に
供
奉
す
る
人
が

大
宮
大
路
と
堀
川
小
路
で
下
馬
し
た
記
事
だ
が
、
こ
の
記
文
で
は
r
l
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条
院
北
陣
」
と
の
関
係
が
分
明
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
記
文
が

『
本

朝
世
紀
』
長
保
五
年
四
月
一
四
日
条
に
も
「
此
日
賀
茂
祭
也
。
依

例
諸
宮
使
々
供
奉
如
常
、
但
依
一
条
院
北
面
始
、
自
大
宮
大
路
到
干
堀

川
、
下
馬
渡
、
但
女
使
不
下
馬
、
並
車
等
任
例
渡
者
」
と
あ
る
。
こ
れ

に

は

二
条
院
北
陣
」
を
二
条
院
北
面
」
と
す
る
の
で
、
一
条
院
内

裏
北
面
の
一
条
大
路
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
供
奉
す
る

諸
宮
使

は
一
条
院
北
面
の
一
条
大
路
を
始
め
、
大
宮
大
路
か
ら
堀
川
小

路
に
到
る
区
間
を
下
馬
し
て
渡
っ
た
と
の
意
に
な
る
。
『
日
本
紀
略
』

は
、
『
本
朝
世
紀
』
を
参
看
し
て
「
依
例
諸
宮
使
々
供
奉
如
常
」
の
記

文

を
除
去
し
、
更
に
コ
条
院
北
面
」
を
「
一
条
院
北
陣
」
に
改
訂
し

こ
と
で
、
文
意
の
通
じ
難
い
記
文
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

『
日
本
紀
略
』
に
い
う
二
条
院
北
陣
」
は
、
F
l
条
院
北
面
」
の
一
条

大
路
の
こ
と
で
あ
り
、
「
北
の
陣
」
で
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た

い
o

六
　
ま
と
め

　
『
枕
草
子
』
S
K
　
1
O
段
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
言
う
」

の

「
北
の
陣
」
は
、
従
来
、
較
負
小
路
に
面
し
た
一
条
院
内
裏
の
東
門

や

東
北
門
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
北
二
対
小
廟
の
清
少
納
言

の

局
か

ら
東
門
に
出
入
り
す
る
廷
臣
の
観
察
が
中
殿
に
遮
ら
れ
て
不
可

能

な
の
で
、
東
門
説
は
妥
当
で
な
い
。
ま
た
東
北
門
も
史
料
に
「
東
北

の

陣
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
「
北
の
陣
」
と
す
る
の
は

牽
強
附
会
の
説
で
従
い
難
い
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
中
宮
彰
子
と
敦
成
親
王
が
一
条
院
内
裏
に
還
啓

し
た
時
の
「
入
給
自
大
宮
院
東
面
北
門
」
（
『
小
右
記
』
）
や
、
一
条
院

内
裏
の
四
周
路
を
清
掃
し
た
時
の
「
召
国
平
朝
臣
、
仰
北
陣
外
並
堀
河

西
掃
治
事
」
（
『
権
記
』
）
か
ら
、
「
北
門
」
及
び
「
北
の
陣
」
が
存
在
し

た
徴
証
と
、
そ
れ
が
『
枕
草
子
』
の
記
事
と
抵
触
し
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
枕
草
子
』
の
「
北
の
陣
」
は
、
一
条
院
内
裏
の
東
面
、
靱
負
小

路
に

面
し
た
「
北
門
」
の
陣
屋
を
同
定
し
た
。
第
一
期
一
条
院
内
裏
東

面
に

は
、
少
な
く
と
も
北
か
ら
北
門
、
東
北
門
、
東
門
の
三
門
が
存
在

し
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
一
条
院
今
内
裏
の
北
面
に
あ
っ
て
こ
そ
の
「
北
の
陣
」
だ
が
、

そ

れ
が
東
面
に
所
在
し
、
し
か
も
「
北
の
陣
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
論
理
的

矛
盾

を
包
含
す
る
名
称
に
、
清
少
納
言
は
強
い
興
味
を
見
出
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

注

（
1
）
　
松
尾
聰
・
永
井
和
子
氏
『
枕
草
子
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

　

学
館
、
平
成
9
年
。
以
下
、
章
段
数
と
本
文
は
同
書
に
よ
る
。

（
2
）
　
『
禁
秘
抄
考
註
　
拾
芥
抄
』
新
訂
増
補
故
実
叢
書
、
明
治
図
書
、
昭

　
和
3
0
年

（
3
）
　
『
日
本
紀
略
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
4
0
年
。

　

以
下
、
同
書
に
よ
る
。

（
4
）
　
『
権
記
　
第
三
』
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
8
年
．

　

以
下
、
同
書
は
史
料
纂
集
本
に
よ
る
。

（
5
）
　
『
御
堂
関
白
記
　
中
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
5
2
年
。
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以
下
、
同
書
は
大
日
本
古
記
録
本
に
よ
る
。

（
6
）
　
『
小
右
記
　
二
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。
以
下
、

　
　
同
書
は
大
日
本
古
記
録
本
に
よ
る
。

（
7
）
　
萩
谷
朴
氏
『
枕
草
子
解
還
　
一
』
同
朋
舎
出
版
、
昭
5
6
年
。

（
8
）
　
増
田
繁
夫
氏
『
枕
草
子
』
和
泉
古
典
叢
書
、
和
泉
書
院
、
昭
6
2
年
。

（
9
）
　
『
本
朝
世
紀
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
1
8
年
。

　
　
以
下
、
同
書
に
よ
る
。

（
9
）
　
池
田
亀
鑑
氏
『
全
講
枕
草
子
　
下
』
至
文
堂
、
昭
3
2
年
。

（
1
）
　
阿
部
秋
生
氏
『
源
氏
物
語
研
究
序
説
』
第
一
篇
第
一
章
「
作
者
の
経

　
　
歴
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
3
8
年
。

（
1
2
）
　
『
外
記
』
（
『
御
産
部
類
記
　
上
』
図
書
寮
叢
刊
、
明
治
書
院
、
昭
和

　
　
5
6
年
所
収
、
七
三
頁
以
下
参
照
）
。

（
1
3
）
　
『
不
知
記
B
』
（
『
御
産
部
類
記
　
上
』
図
書
寮
叢
刊
、
明
治
書
院
、

　
　
昭
和
5
6
年
所
収
、
六
〇
頁
以
下
参
照
）
。

（
1
）
　
前
掲
注
（
1
1
）
参
照
。

（
1
）
　
前
掲
注
（
7
）
参
照
。

（
1
6
）
　
前
掲
注
（
8
）
参
照
。

（
1
）
　
『
左
経
記
』
増
補
史
料
大
成
、
臨
川
書
店
、
昭
和
5
0
年
。

（
1
8
）
　
金
子
元
臣
氏
「
枕
草
子
評
釈
　
上
巻
』
明
治
書
院
、
昭
和
4
年
。
池

　
　
田
亀
鑑
氏
前
掲
注
（
1
0
）
。
三
谷
栄
一
・
伴
久
美
氏
「
文
法
中
心
全
解

　
　
枕
草
子
』
有
精
堂
、
昭
和
4
3
年
。
池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
氏
『
枕
草
子
・

　
　
紫
式
部
日
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
4
4
年
。
松
尾
聰
・

　
　
永
井
和
子
氏
前
掲
注
（
1
）
な
ど
。

（
1
）
　
塩
田
良
平
氏
『
枕
草
子
評
釈
』
学
生
社
、
昭
和
2
8
年
。
五
十
嵐
力
・

　
　
岡
一
男
氏
『
枕
草
子
精
講
』
学
燈
社
、
昭
2
9
年
。
関
根
正
直
氏
『
補
訂

　
　
枕
草
子
集
注
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
5
2
年
。
渡
辺
実
氏
『
枕
草
子
』
新

　
　
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
3
年
）
。
上
坂
信
男
・
神
作

　
　
光
一
氏
『
枕
草
子
上
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
平
成
1
1
年
な

　
　
ど
。

（
2
）
　
阿
部
秋
生
氏
前
掲
注
（
1
1
）
。
萩
谷
朴
氏
前
掲
注
（
7
）
。
増
田
繁
夫

　
　
氏
前
掲
注
（
8
）
は
頭
注
に
東
面
の
門
と
す
る
が
、
補
注
で
東
北
門
と

　
　
す
る
。
石
田
穣
二
氏
『
新
版
枕
草
子
上
』
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角

　
　
川
学
芸
出
版
、
平
成
2
2
年
）
は
脚
注
で
「
東
の
門
」
と
す
る
が
、
補
注

　
　
で
東
北
門
と
す
る
。
津
島
知
明
・
中
島
和
歌
子
氏
『
新
編
枕
草
子
』
お

　
　
う
ふ
う
、
平
成
2
2
年
な
ど
。

（
2
1
）
　
田
中
重
太
郎
氏
『
枕
冊
子
全
注
釈
　
一
』
角
川
書
店
、
昭
和
4
7
年
。

　
　
同
氏
『
現
代
語
訳
対
照
枕
草
子
（
上
）
』
旺
文
社
文
庫
、
旺
文
社
、
昭

　
　
和
4
9
年
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
1
）
参
照
。

（
2
3
）
　
前
掲
注
（
1
9
）
参
照
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
2
1
）
参
照
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
H
）
参
照
。

（
2
6
）
　
前
掲
注
（
7
）
参
照
。

一 39一


